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原 判 決 の 表 示 名古屋 高等裁判 所十和 8年 (行 コ)第 40号 」節 o6号 (喘
和 3年 4月 21日 判決 )

戯:判官全員―職の意見で′次の とお り決定。

第 1 主文
1 本件 に青を華却す る。
2 事件絆上奮癬 ル l′て豊埋 しない。
3 上告費用及び甲立費用は上告人兼 申立人ら″畿担 ルする。
第 2 理 由
1 上告について
民事事件について最高裁判所 に上寺をづること力=貯され る

のは民訴綾 31
2彙 1項又 |ま η ttD予定の場合 に限 られ るところ1本件上告の理 由 |まJ理由の
下備をいうが,その実質は響実供冊ユは単なる法令違度を説張するもので赫
って,明 らかに上記者項に規定する事由に腋当 L′ない。
2 “L告受理申立でにもいて
本件中立ての理由によれば,事件は,民訴法 318彙 1項により受理すベ
き〈)の と,ま認められない.

令和 3年■ 0月 12日
最高裁判所第二小瀞廷

裁判所磐記官  伊  藤  政  和③
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